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平成 21年９月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21年９月期（平成 20年 10月１日～平成 21年９月 30日）の第
２四半期累計期間（平成 20 年 10 月１日～平成 21 年３月 31 日）の業績予想につきまして、平成 20
年 11月 14日付当社「平成 20年９月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正
いたします。 

記 
１．平成 21年９月期 第 2四半期累計期間業績予想の修正 
（平成 20年 10月１日～平成 21年３月 31日） 
(1) 連結業績予想 
                                    （単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
前回発表予想（A） １，４０７ ５２ ６２ ２１

今回修正予想（B） １，１７０ ２５ ３３ １７

増 減 額（B－A） △２３６ △２６ △２８ △３

増 減 率（％） △16.8 △50.0 △45.7 △16.5
（ご参考） 

平成 20年９月期中間期実績 
１，４９１ ６６ ７５ ３５

 
(2) 個別業績予想 

          （単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
前回発表予想（A） １，４０７ ４６ ５６ １８

今回修正予想（B） １，１６７ ３０ ３８ ２０

増 減 額（B－A） △２３９ △１５ △１７ ２

増 減 率（％） △17.0 △33.5 △32.0 12.3
（ご参考） 

平成 20年９月期中間期実績 
１，４９０ ５７ ６４ ２８



２．修正の理由 
(1) 連結業績予想 
当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題の長期化をは

じめ、リーマンショックに伴う米国金融危機を起因とし、世界的な金融市場の混乱による急激な経

済状況の悪化により、株価の急落、急速な円高の進行等の影響の下、企業業績の低迷による設備投

資の抑制や、雇用情勢の悪化が進行しており、極めて厳しい状況にての推移となりました。 
こうした環境の下で、当社グループの第２四半期の業績は前期と同様に厳しい状況で推移してお

ります。 
函物及び機械設備関連事業におきましては、「１９インチラック」「アーム関連製品」を主体に売

上を計上してまいりました。ラック関連製品においては、高付加価値製品を市場へ投入することを

主眼とし、独自の技術ノウハウを駆使して顧客要望に応じた製品の販売を強化してまいりました。

しかしながら、まとまった大口案件の受注が４月以降の下半期にずれ込んだこと、また、新製品の

投入が下半期からの受注にシフトしてしまったこと等の影響により売上高は当初予想よりも大き

く下回る結果となりました。一方、アーム関連製品においても同様に、大型表示機分野への販売等

においてまだまだ成長は見込めるものの、全体的に設備投資抑制の影響を受けて売上高を確保する

ことが出来ず、当初予想を下回りました。 
利益面においては、材料費等の価格見直し等によるコスト削減による利益転嫁や、経費の削減等

により、売上総利益率は前年同期と比較して大きく改善することが出来たものの、当社関連子会社

における利益確保が当社からのアーム関連製品の発注高の減少の影響により当初の利益予想が大

幅に悪化したことで、連結での利益目標を達成するに至りませんでした。 
以上の結果、函物及び機械設備関連事業の売上高は９億４百万円（前年同期比 24.7％減）となり、
営業利益は５千４百万円（前年同期比 26.7％減）となる見込で、非常に厳しい業績見込となりまし
た。 
介護関連事業におきましては、介護予防運動を取り入れた通所介護の地域認知度も定着し、順調

にサービスを提供し売上高に貢献している一方、介護支援・訪問介護においては顧客の減少により、

前年同期と比較して売上を落とす結果となりました。また、今まで安定した売上を計上してきた認

知症対応型共同生活介護においても、利用者の退去による空室の補填の対応が遅れたこと、利用者

の入院等による施設内でのサービス提供の減少等の影響により、売上高を確保することが出来ませ

んでした。 
利益面においても、売上高減少に比例した固定費の削減に至らず、さらに新規事業（訪問看護ス

テーション）立上に伴う費用が発生したこと等により、予想以上に赤字幅が拡大する結果となりま

した。下半期以降はいかに満床（２７名）の利用者を確保出来るかを検討し、事業を進めることで

少しでも収益確保につとめ赤字幅の削減をすることに注力してまいります。 
以上の結果、介護関連事業における売上高は２億６千５百万円（前年同期比 8.5％減）、営業損失
は２千２百万円（前年同期比２千１百万円悪化）となりました。 
上記の理由により、函物及び機械設備関連事業における当初予定の業績を確保することが出来ず、

更に介護関連事業においても同様に赤字幅の減少には至らず、売上高および利益面に関して上記の

通り、減収・減益となりましたので、第２四半期累計期間における業績予想を修正させていただき

ます。 



(2) 個別業績予想 
連結業績予想の修正要因と同じ要因により、売上高および利益面において前回の業績予想を下回

る見込みとなりましたので修正いたします。 
 

３．通期業績の見通し 
上記の理由により平成 21 年９月期第 2 四半期累計期間の業績予想につきましては修正いた
しますが、今後の引合い案件並びに新製品の投入による収益見込、さらに経費抑制等の要素を

踏まえて、平成 21 年９月期の通期業績予想につきましては、平成 20 年 11 月 14 日付「平成
20年９月期 決算短信」にて公表した数値より変更はありません。 

 
（注）当資料に記載する業績予想につきましては、当資料の作成時点において入手可能な情報に基づ

き判断した見通しであり、不確定な要素を含んでおります。実際の業績は今後の様々な要因に

よって、予想数値と異なる場合があります。 
 

以上 


